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　今から約1700年前(3世紀後半)頃、弥生時代の終わり頃か

ら成長をとげた豪族(ごうぞく)達が全国各地で大規模な墓「

古墳(こふん)」を築き始めました。豪族たちのリーダーは奈

良県や大阪府に巨大な前方後円墳(ぜんぽうこうえんふん)を

築いた「大和政権(やまとせいけん)」と考えられています。

その後、6世紀の終わり頃まで前方後円墳は各地で造り続け

られ、この間を古墳時代と呼んでいます。古墳の形には、前

方後円墳の他に、前方後方墳(ぜんぽうこうほうふん)や円墳

(えんぷん)、方墳(ほうふん)などがあり、築造に高い土木技

術が必要でした。

　県内で古墳が造られたのは4世紀前半からと考えられ、行

田市国指定史跡埼玉古墳群(さきたまこふんぐん)は、大型の

前方後円墳を中心とする5世紀末から6世紀末の古墳群です。

その内の1つの稲荷山古墳(いなりやまこふん)からは国宝の

金錯銘鉄剣(きんさくめいてっけん)が出土しました。金錯銘

鉄剣は『辛亥銘鉄剣(しんがいめいてっけん)』とも呼ばれ、

金象嵌(きんぞうがん)で115文字の銘文が記されており、古

墳時代を研究するうえでの第一級の資料となっています。ま

た、吉見町国指定史跡吉見百穴(よしみひゃくあな)は、横穴

墓(おうけつぼ:台地や段丘の斜面に穴を掘り埋葬した施設)

と呼ばれる終末期古墳の一種です。

　古墳時代の遺跡は市内50ヶ所確認され、人々が生活の場と

した集落を始め、久台遺跡では3世紀に方形周溝墓(ほうけい

しゅうこうぼ)と呼ばれる墓が造られました。集落は谷を隔

てた南側(ささら遺跡)に営まれ、墓域を北側に造営したもの

です。周溝の中からは土師器(はじき)の壺(つぼ)や高坏(た

かつき)が発見されています。また、この時代からも貝塚2ヶ

所が確認されています。市内で古墳が造られるのは5世紀中

頃、椿山古墳群(つばきやまこふんぐん:大字黒浜、市役所)

に円墳が造られ、周濠からは、関東で最古級の須恵器(すえ

き)や土師器の壺や高坏(たかつき)が発見されました。この

頃の埼玉古墳群では、巨大な前方後円墳が造られ始め、馬込

八番遺跡からは、稲荷山古墳と同時期の埴輪を持つ、周辺で

も最古の埴輪（5世紀後半）が発見されています。この後も

中小規模の古墳が多く造られ、群集墳(ぐんしゅうふん)が形

成されました。蓮田では荒川附遺跡(関山3,4丁目)や帆立山(

ほだつやま)遺跡(馬込2,5,6丁目）で集落が営まれ、7世紀代

に十三塚(じゅうさんづか)古墳群(大字閏戸字野久保)やささ

ら古墳群(東3,4丁目)、椿山古墳群、久台遺跡で古墳が造ら

れ、古墳からは副葬品として、金環(きんかん)や勾玉(まが

たま)、直刀など多くの副

葬品が発見されています。

　今から約2,400年前(紀元前400年頃)に、大陸や朝鮮半島か

らの稲作農耕や金属器など新しい技術や文物を受けいれ、西

日本で弥生文化(やよいぶんか)が始まりました。やがて弥生

文化は縄文文化的なくらしを続けていた東日本にも伝わり、

紀元前1世紀頃までには米作りで生活するムラが各地にみら

れるようになりました。弥生時代の終わり頃(約1,700年前)

には、水田開発などの集団作業や外敵との争いの中から、ム

ラより広い地域をたばねる指導者たちが出現するようになり

ました。また、集落の周囲を溝で囲む「環濠(かんごう)」と

呼ばれる施設が造られるムラも出現します。

　県内に弥生文化が伝わったのは紀元前2世紀頃(約2,200年

前)と考えられますが、人々のくらしには縄文文化の伝統が

まだ色濃く残されていました。蓮田市内でも弥生時代の遺跡

は18ヶ所で確認されていますが、水田農耕の痕跡、木製や石

製の農具等の当時の痕跡は発見されていません。明確な弥生

時代の遺跡は、宿下遺跡で発見された「再葬墓(さいそう

ぼ)」と呼ばれる墓(土器の中に骨のみを入れる)だけです。

周辺地域でも関東地方で言う弥生時代の始まりの時期である

この頃の遺跡は貴重な例であり、隣接する部分などで住居が

発見されることと思います。墓からは副葬品として管玉(く

だたま)が出土していますが、縄文時代のものと比べると非

常に細く、製作技法の向上が窺(うかが)い知れます。

　また、周辺では市域に隣接するさいたま市岩槻区木曽良遺

跡(きぞらいせき)で集落跡や環濠が確認されています。

　なお、最近では弥生時代の始まりを紀元前900年(約2,900

年前)まで遡(さかのぼ)らせる説もあります。

再葬墓ができるまで「図解日本史」より

稲作伝来ルート「図解日本史」より

弥生時代の稲作のようす
　　　　　　　　　　　「図解日本史」より

十三塚古墳全景

　最葬墓(さいそうぼ)とは、文字
どおり、葬り直されたお墓のこと
です。宿下遺跡からは、土器に埋
葬されたもの(下写真)が発見され
ています。中からは管玉(くだた
ま)が発見されており、副葬品(ふ
くそうひん：展示品)と考えられ
ます。
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